


























同 10歳 2カ月で上顎左側中切歯を開窓 (2-6).左右の犬歯埋伏症例(<<症例 1))1-3-

③)同様，小開窓のみ行い， 4-METAjMMA-TBBレジンにてリンガルボタンを装着し

た (2-6). リンガノレボタンか らは リガチャ ーワイヤーを延ばし，関窓直後は主線に固定，

約 2週間後の牽引開始時 (10歳 3カ月)には リガチャ ー ワイヤーが中削j莫から伸 び出て

いるのみで，閉鎖誘導法と同様の状態となった (2-7).10戯 10カ月でリガチャ ー ワ

イヤーを延ばした状態の牽引から，チュ ー ブを装着した状態に変更 (2-8)， 11歳 7カ

月で上顎左側中切歯の配列をほぼ完了した (2-9). 

2-4 フ、ラケット装着時の状態 (9歳 5カ月)

之江が正常な位置に移動する乙とを期待し右側は三j抜歯，左側は牽引の固定源とするため巳 を保存し，ブ、ラケットを装着した

2-5 ステンレススチールワイヤーまで、サイス、アップし開窓準備完了 (10歳 2カ月)

2-6 

症例 1(1-3①)と同様，部分間窓の

み行い， 4-METAlMMA-TBBレジンに

てボタン装着

2-7 

10歳 3カ月

牽引開始

2-8 

10歳 10カ月

ボタンをチュ

ブに変更
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2-9 ι配列完了時 (11歳 7カ月)

この時点で，治療開始時こ乳犬歯 (三J)
を抜歯していた三jは自然萌出.~は
埋伏したままである (巳はこの 1カ月

前に抜歯)

2-10 11歳 6カ月の CBCT像

~歯根は湾曲したままである また，

乳犬歯(三J) を抜歯した~は自然萌出
乳犬歯 (L三)を保存した~は埋伏し
たままである ははこの後，症例 1と

同様の開窓 ・牽引を行った (2-11)
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2-11 L三の牽引開始

(11歳 8カ月)



2-12 経過観察中の口腔内写真 (13歳

11カ月)

L三も配列され 岐合の確立に向けて

萌出交換 ・顎骨の成長の経過観察中

ここで，その 1カ月前，11 歳 6カ月 11寺の CBCTを示す (2-10). 上顎左側中切歯の

歯根は湾IHIしたままで，永久歯萌I:L¥交換後皮合の確立のために小臼歯抜歯治療など，

中切歯の大きな移動はできれば、避 けたい状況である.そして注目し 3ただきたいのは，上

顎左右犬歯で、ある (2-9，2-10). 前述したとおり， 中切歯牽引のための装置装着の際に，

右側乳犬歯は萌出誘導のため抜歯，左側乳犬歯は"1コ切歯牽引の固定源 とするため保存し

た.その結果，上顎右側犬lま|は遠心に傾斜 しながら萌出， ヒ顎左側犬歯は埋伏 したまま

と， 結果も異なる状況となった.上顎左側犬歯は この後間窓 (2-11) し， <<症例 1)) と

同様の牽引スプ リングにて牽引し，I把列する こと ができた (2-12).

(瓦語
i盟伏歯の開窓牽引は， 仙の矯正治療と同様，歯科材料の発達と ともに変遷 してきてい

る. レジンによるダイレク トボンディング法が普及する以前は者冠を露出させること

が可能な，限られた埋伏状態のみ牽引可能で、あった 8) ダイレク トボンデイング法の普

及に伴い，牽引可能な埋伏状態は増加lした. また， 開窓術式も歯肉弁根尖側移動術や閉

鎖誘導法などが確立してきた 4) そ して，CBCTによ る画像診断の普及に伴い，両術式

とも適用が困難な埋伏歯を牽引できるようになってきた.
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今回紹介した小切開法では，粘膜から埋伏歯が明出してく ること もあり ，付着歯肉が

どのような形態となるか憂慮すべき点もある.一方，矯正治療においては，機能的l皮合

確立のため，また，審美的観点から，上~j~I中切歯および、犬歯は非常に重要な歯種で、あり ，

複雑な状態の埋伏歯を開窓・ 牽引できるようになる小切開法は非常に有用かっ患者利益

の大きなものである.

以下にポイントをリス トアップし，本稿のまとめとする.

開窓 ・牽引を実施した症例 ・初診H寺に埋伏歯がある症例では，歯種の分布に

差異がある.

(1)外科的閲窓部位は，上顎犬歯(唇側)，上顎中切歯(唇側)が多い.

(2) r下顎第二大臼歯が近心傾斜し ， 下顎第一大臼 l~遠心に半埋伏の状態J ， r上

顎第一大臼歯近心転位による上顎第二乳臼歯遠心への埋伏(その後の，上顎

第二小臼歯埋伏状態も含む)J が」ニ顎犬歯埋伏に続き多いが， I~自窓を行うこと

なく対処可能であることが多い.

2 CBCTによる画像診断， 4-METAjMMA-TBBレジンの使用により，最小限の

開窓術式が可能となる.

3. 外側に向けて埋伏歯を移動する牽引スプリングは有用で、ある.

4.乳犬歯を抜歯することにより ，犬歯を開窓・ 牽引することなく萌出誘導でき

る場合がある.

本稿は第 20回米国歯科大学院同窓会(JSAPD)公開セミナー，第 57回北海道矯正歯科学会学術大会シンポジウム

「埋伏歯を攻略する」での発表を元にまとめた.
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